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研究成果の概要（和文）：本研究では、植民地期以降のカンボジア仏教の動向と、仏教界の知識

人が言語政策にどのように関与したかという 2点を明らかにすることで、カンボジアにおける

国語の成立を解明することを目指してきた。仏教界の動向については、サンガ法に相当する政

令の存在などに関して新知見が得られた。言語政策については、近代語彙の造語に大きな役割

を果たした文化委員会の活動が、タイの影響を極力排除し、近代言語としてのクメール語を創

造する試みであったと結論づけられる。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to elucidate the establishment of the national language 

in modern Cambodia, the purpose of this research project is twofold: the vicissitude of 

Cambodian Buddhism since the colonial period and the language policies in which Buddhist 

intellectuals played significant roles. As for the former research topic, this research 

clarified the existence of several decrees equivalent to laws to regulate the Sangha. 

In the realm of the language policies, it can be concluded that the modern vocabulary 

coined by the Cultural Committee tried to exclude Thai influence and create the modern 

Khmer language. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究が課題としてきた近代カンボジア

における国語の成立というテーマを検討す

るには、(1)カンボジア仏教の展開、(2)改革

派僧侶を中心とした言語政策への関与とい

う 2 点を扱う必要がある。以下、これら 2 点

について、本研究以前の研究状況を記す。 

 

(1) カンボジア仏教の展開 

 植民地期以降のカンボジア仏教について

は、近年、英語圏で研究の進展が見られる。

植民地期前半については、アン・ハンセンの

著作が、プノンペンのカンボジア国立公文書

館に残る資料をもとに議論している。植民地

期後半については、ペニー・エドワーズの著

作が扱っているものの、主にフランスに残る
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資料を用いている。1997 年末にカンボジア国

立公文書館が研究者に公開されて以降、フラ

ンスに残る資料よりも同公文書館の所蔵資

料にもとづいてこそ、カンボジア史の詳細が

理解できることが知られるようになった。そ

のため、植民地期後半についても、同公文書

館の資料にもとづいた研究が俟たれていた。 

 

(2) 言語政策 

 カンボジアにおける国語の成立を検討す

るには、植民地期、さらには独立後・内戦前

の言語政策について調査する必要がある。上

記のペニー・エドワーズの著作は、1938 年、

改革派の僧侶を代表するチュオン・ナートが

中心となって刊行された『クメール語辞典』

をもって、国語の成立と見なしている。この

辞書の刊行がカンボジアにおける正書法の

確立といえ、辞書の重要性については首肯し

うるが、国語の成立を論じるには、近代語彙

の造語、文法書の刊行、教育を通じた国語の

普及など、他のテーマも議論する必要がある。 

 一方、新造語についても若干の言及を行な

っている著作として、クン・ソックによる書

籍や論文があげられる。しかし、クン・ソッ

クの著作は、1960 年代～70 年代前半に言語

政策にかかわった人物の手記を主要な資料

としており、公文書館に残る資料などでは知

りえない情報も記されているものの、年号の

誤りや重要な出来事に関する記述が粗いな

どの問題点も散見される。 

 
２．研究の目的 
 上記のような研究状況から、カンボジア国

立公文書館に残る資料にもとづき、植民地期

以降のカンボジア仏教に対する政策、そうし

た政策に呼応した仏教改革運動、改革運動を

主導した僧侶が中心的な役割を果たした言

語政策などが検討される必要があり、本研究

が立案された。 

 

(1) カンボジア仏教の展開 

 植民地期以降のカンボジア仏教の展開を

知るには、植民地政庁およびカンボジア王国

政府がどのような政令を公布し、どのように

サンガ（僧団）に働きかけたかを知る必要が

ある。そして、政令が公布された年月日、政

令の内容、公布に至る経緯などを調査しなけ

ればならない。また、政令によって制度化さ

れた寺院内の各種学校（僧侶向けのパーリ語

学校と在俗の子弟を対象とした寺院学校の

両者を含む）がどのようなものであったか、

いつごろ、どのように地方に波及したかも検

討されなければならない。 

 

(2) 言語政策 

 上述の『クメール語辞典』が刊行されるま

での経緯については、この辞書の序文、およ

びジョルジュ・セデスが『フランス極東学院

紀要』に寄稿した書評に詳しい。序文と書評

から、辞書編纂委員会の成立時期、委員会内

での正書法をめぐる対立、チュオン・ナート

の参加と主導権奪取などについて知ること

ができる。しかし、当然ながらこれら序文と

書評の記述も、一次資料にもとづいて当否を

確認する必要がある。 

 新造語については、1940 年代末から 1950

年代初頭および 1960 年代前半の『カンプチ

ェア・ソリヤー』誌に、文化委員会による近

代語彙の造語一覧表が掲載されている。クメ

ール語の近代語彙には、タイ語と共通するも

の、共通しないものが見られ、これらの新造

語の語源を確認し、タイ語からの影響の有無

を検討することも、国語の成立というテーマ

を論じる際の重要な研究目的となる。 

 正書法、語彙、文法など、言語政策が一般

に流布するにあたって、教育が果たした役割

は看過できない。先行研究では、植民地期か

ら内戦前のカンボジアの教育に関して、エリ

ート養成を目的としたフランス語による公

立学校のみを重視するか、庶民への初等教育

の普及を目的としたクメール語による寺院

学校のみを重視するか、いずれかに偏る傾向

がある。そのため、1920 年代以降のカンボジ

アでは、公立学校と寺院学校という複線型の

教育制度が確立したことを明確にし、さらに

その教育内容を検討することも、国語の成立

というテーマに関連する研究目的となる。 

 
３．研究の方法 
 上記の研究目的のため、本研究ではカンボ

ジア国立公文書館が所蔵する資料から主た

るデータを収集し、必要に応じてプノンペン

のカンボジア国立図書館などでも調査を実

施した。 

 カンボジア国立公文書館では、まず仏教お

よび言語政策に関する理事長官文書を閲覧

した。これら理事長官文書から、政令が公布

されるまでの経緯など、植民地政庁やカンボ

ジア王国政府でのやり取りの詳細が理解で

きる。ただし、資料が植民地期に限られるこ

と、すべての出来事に関して資料が残ってい

るとは限らないことなど、いくつかの限界も

存在する。 

 そこで本研究では、同公文書館と国立図書

館が収蔵するフランス語版およびクメール

語版の官報を精査することを試みた。フラン

ス語版の官報は 1902 年から植民地政庁が刊

行し、1945年からはカンボジア王国政府が引

き継いでいる。また、クメール語版は、当初

フランス語版の要約ではあるが、1911 年から

刊行され、徐々にフランス語版と同内容にな

っていく。これら官報の内容を網羅的に調査

することで、仏教関係の政令の公布時期と内

容、文化委員会のメンバーの変遷などを知り



えた。 

 また、平成 22 年度～23 年度には、笹川が

代表者となって、京都大学東南アジア研究所

の共同利用・共同研究拠点に「国家形成と地

域社会－カンボジア官報を利用した総合的

研究」というテーマで採択された。この共同

研究資金を用いて、カンボジア国立公文書館

でマスターコピーが作成済みであった 1904

～1915 年および 1945～1973 年のフランス語

版官報のマイクロフィルムを購入した。この

マイクロフィルムは、京都大学東南アジア研

究所図書室に収められ、現在では日本国内で

もフランス語版官報の閲覧が可能になって

いる。 

 

４．研究成果 

 植民地期以降の仏教政策と改革運動につ

いては、ワーキングペーパーという形ではあ

るが、論文として刊行済みである。この論文

では、まずタイ仏教との関係、とくにトアン

マユット派の成立を論じた。先行研究には、

タイ仏教のタンマユット派がカンボジアに

伝播し、トアンマユット派として成立した時

期を 1864 年とするものが多いが、資料の検

討などから 1854 年が正しいことを明らかに

した。さらに、カンボジアのサンガ法に相当

する政令を検討した。先行研究では、1943 年

2月 9日付の王令12号がカンボジア初のサン

ガ法であると見なす傾向にあったが、それに

先立って、1919 年 7月 25 日付の王令 46号な

ど、サンガ法に相当する重要な政令が存在す

ることを指摘した。また、トアンマユットと

比較して多数派であるモハーニカーイ派内

部に、チュオン・ナートを代表とする改革派

が出現したこと、改革派の出現が仏教界に対

立を惹起したこと、改革派こそが独立後のカ

ンボジア仏教を代表する存在と見なされる

ようになったことなどを論じた。 

 この論文は PDFで公開されていることもあ

り、すでに何人かのカンボジア研究者によっ

て引用・言及されている。サンガ法に相当す

る政令の存在、公布時期、内容については、

近年の英語圏でのカンボジア仏教研究でも

全く知られていない。今後はこうした新知見

を英語論文としてまとめ、学術雑誌に投稿し

ていきたい。 

 植民地期以降の教育については、すでに本

研究の開始以前、拙著『アンコールの近代－

植民地カンボジアにおける文化と政治』（中

央公論新社、2006 年）で、複線型の教育制度

の存在、そうした制度に対応したフランス語

およびクメール語版教育雑誌の刊行状況、そ

れら教育雑誌に見られる歴史教育の内容な

どを発表している。本研究期間中、これらの

内容を英語論文にまとめ、カンボジアにある

フランス系の研究機関 Center for Khmer 

Studies が刊行している査読誌 Siksacakr に

投稿した。査読は早くに通過したものの、こ

の雑誌はクメール語の全訳を載せる方針で

あることなどから、刊行が遅れている。しか

し、2011 年度内には刊行される予定との連絡

を受けている。 

 正書法の確立、辞書の刊行、近代語彙の造

語については、2010 年度に口頭発表を行なっ

た。上述の通り官報を精査することで、文化

委員会のメンバーの変遷を明らかにしたほ

か、文化委員会による造語を検討し、20世紀

前半までのクメール語にはタイで造語され

た近代語彙が多数流入していたのに対して、

1940 年代後半からの文化委員会の活動によ

って、タイ語とは異なる近代語彙が多数造語

されたことが明らかになった。京都大学東南

アジア研究所が刊行する査読誌『東南アジア

研究』が英文によるカンボジア特集を企画し

ており、この口頭発表の内容を寄稿するよう

依頼を受けた。2011 年 12 月が投稿の締め切

りとなっており、現在執筆を始めたところで

ある。 

 文法書の検討、クメール語を母語としない

少数民族に対するクメール語教育など、国語

の成立に関しては検討すべき課題が多い。文

法書や教育雑誌に見られるクメール語文法

については、本研究の期間に資料の収集をほ

ぼ完了した。また、少数民族に対する教育に

ついては、国勢調査の結果なども含め、新た

な文献資料収集を開始したところである。こ

れらのテーマについても、資料の分析が済み

次第、口頭発表および論文執筆という形で成

果を発表していきたい。 
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